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第 46回東京モーターショー 

ボッシュ、“PACE”で新時代のモビリティを形成 

自動化、電動化、ネットワーク化に加えパーソナライズ化に注力 

 
 日本市場でも、電動二輪車に必要なコンポーネントを網羅した「オールインワン

48Vセントラルドライブユニット」の提供が可能に 

 48Vマイルドハイブリッドシステムを搭載した自動車が、2020年初頭に日本の自

動車メーカーから販売予定 

 関東の高速道路で Road Signatureのデータ取得を開始 

 

 

 

東京 －ボッシュは第 46 回東京モーターショーにおいて、排気ガスのない、より安全で

魅力的なモビリティの実現に向けた様々な製品と技術を展示します。10月 24日に会

場にて実施した記者会見では、ロバート・ボッシュ GmbH 取締役会メンバーでありモビ

リティ ソリューションズ事業セクターを統括する取締役のシュテファン・ハルトゥングと、

ロバート・ボッシュ GmbH 取締役会メンバーのマルクス・ハインより、ボッシュが進める

電動化、自動化、ネットワーク化に関する概要を説明した後、今後はパーソナライズ化

を含めた「PACE：Personalized（パーソナライズ化）、Automated（自動化）、

Connected（ネットワーク化）、Electrified（電動化）」を通じて、ソリューションを展開して

いくことが発表されました。 

 

モビリティソリューションズ事業は堅調に推移 

ボッシュのモビリティ事業は、2019年もグローバルにおける自動車生産台数の成長率

を上回る業績で推移しています。2019年は、グローバルでの自動車の生産台数が

5％減の約 9,300万台に落ち込むものの、モビリティ ソリューションズ事業セクターの売

上高は、前年をわずかに下回る水準にとどまる見通しです。一方で、上半期を好調な業

績で終えた日本においては、下半期にグローバル市場の下降トレンドの影響を受ける

ものの、2019年の第三者連結売上高は昨年度を上回る見込みです。 

 

排気ガスのない（Emission-free）モビリティに向け幅広いポートフォリオを展開 

モビリティの変革が市場に課題をもたらす一方で、ボッシュではさらなる変革と成長機

会が存在していると捉えています。ボッシュでは年間 4億ユーロを排気ガスのないモビ

リティに投資し、技術的にも商業的にも電動化において市場を牽引しています。2020
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年には、eモビリティにおける売上高は 10億ユーロを突破し、2025年には目標売上高

としている 50億ユーロを上回る見通しです。 

 

ボッシュの二輪車における電動化システムのポートフォリオはリチウムイオンバッテリ

ー、ディスプレイ、コントロールユニット、ドライブユニット、安全システム（ABS:アンチロッ

ク ブレーキ システム）他を網羅し、電動二輪車に必要なすべての主要コンポーネントを

統合した電動化システム「48Vセントラル ドライブ システム」として提供可能です。この

48Vセントラル ドライブ システムは日本での提供も可能で、既にドイツ・Govecs、スペ

イン・NUUK、フランス・Peugeotにも採用されています。記者会見でシュテファン・ハル

トゥングは、「日本でも、国内における電動二輪車の交換式バッテリーおよびバッテリー

交換システムの標準化を目指すコンソーシアムが立ち上がるなど、電動二輪車の普及

に向けた動きが活発化しています。ボッシュの 48Vセントラル ドライブ システムが日本

の電動二輪車市場にも貢献することを期待しています」と述べています。 

 

ボッシュは電動化を実現する主なソリューションとして、48Vマイルドハイブリッドシステ

ムと eAxle（イーアクスル）を提供しています。48Vマイルドハイブリッドシステムは、最

大 15％の燃費向上を実現しながら、フルハイブリッドよりも低コスト、サイズもコンパクト

で搭載しやすいという点から、日本の自動車メーカーからも高い関心が寄せられていま

す。実際に、2020年初頭に日本の自動車メーカーから販売されるモデルのひとつに、

当社の 48Vマイルドハイブリッドシステムが搭載される予定です。また、2020年には、

コンパクトカーからスポーツカー、小型配送車両に至るまでの幅広い車両への応用が

可能なパワートレイン eAxleを搭載した自動車が、中国市場に登場する予定です。 

 

さらにボッシュは現在、燃料電池パワートレインの商業化に向け、パワーセル社からの

ライセンス提供を受けた市場で最高の出力密度を誇るスタックを基盤に、ボッシュ・スタ

ックの製造に向けた準備を進めています。 

 

交通事故のないモビリティの実現に向け、自動化ソリューションの精度向上を追求 

ボッシュは交通事故のないモビリティの実現を目指し、ドライバーアシスタンスシステム

や自動バレーパーキング技術、正確な車両位置の把握などの、より安全な自動運転を

遂行するソリューションの開発を進めています。 

 

自動バレーパーキング技術については今年 7月、ボッシュはダイムラーとシュトゥットガ

ルトにあるメルセデス・ベンツ博物館に設置した自動バレーパーキングについて、世界

初となる自動運転のレベル 4にあたるシステムとして承認を取得しています。記者会見

でハルトゥングは、「完全自動運転よりも先に、自動バレーパーキングが実用化される

でしょう」と述べています。 

 

また、自動運転の実現には、車両が正確な自車位置を把握するための自車位置推定

技術が必要です。ボッシュは日本において 2017年より、車載ビデオカメラおよびレーダ

ーを使用した自車位置推定技術 Road Signature の開発に取り組んでいます。また、

2019年 10月からは東名高速道路や中央自動車道など関東の高速道路でデータの取

得を開始しており、2020年度内に自動運転用高精度 3Dマップに統合可能な関東地

方のマップ用データを完成させる予定です。 

 



 

 

3 / 4ページ 

ネットワーク化したモビリティ サービスのプロバイダーとして市場をけん引 

ボッシュでは、2025年には世界で 4.7億もの車両がネットワーク化されると予想してい

ますが、ボッシュほど、ハードウェア、センサー、ソフトウェア、サービス、そして AIなど

の IoT領域において経験と専門的知識を有したグローバル企業はありません。ボッシ

ュのネットワーク化を代表するソリューションとして、「パーフェクトリー キーレス」が挙げ

られます。スマートフォンと車両が通信し、実際のキーなしでドアのロック・アンロックとエ

ンジンの始動を可能にするこのソリューションは、スマートフォンでキーのやり取りがで

きるという利便性を有しながら、従来のキーレスエントリーシステムでは達成できなかっ

た安全性までも担保します。 

 

パーソナライズ化を加えた“PACE”で新時代のモビリティを形成 

近年、人々の自動車に対する意識が変わり、車が決して第一優先ではない人々もいま

す。ライドシェアやインターモーダル、ライドヘイリングなど、様々なサービスが登場して

おり、個人が自身のニーズに合わせて移動手段を選択できる社会へと変化していま

す。 

 

ボッシュでは既に、個々人にあわせた移動をサポートする電動スクーターのシェアリン

グサービス「COUP」や従業員の乗り合いサービス「SPLT」などの移動サービスを展開

しています。また、中国の DiDiに提供しているバッテリーマネジメントのクラウドサービ

ス「バッテリー・イン・ザ・クラウド」は、バッテリーのパフォーマンス向上や寿命延長をも

たらし、ひいては各自動車の航続距離の延長を可能とします。なお、バッテリー・イン・

ザ・クラウドは、日本でも現在、自動車メーカーやモビリティサービスプロバイダーに対し

て導入や実証実験の提案を始めています。このようなイノベーションを通じて、ボッシュ

はドライバーや都市、環境にかかる負荷を軽減しながら、パーソナライズなサービスを

提供しています。 

 

マルクス・ハインは次のように語り、記者会見を締めくくりました。「ボッシュは創業以来、

Invented for lifeというコーポレートスローガンにのっとり、人々の生活や社会を豊かに

するソリューションの提供に注力してきました。ボッシュは今後、従来から注力してきた

Automated, Connected, Electrification という 3つのエレメントに Personalizedを加

えた PACEで、新時代におけるモビリティを形作ってまいります。」 

 

報道関係対応窓口： 

角谷 清彦 

古市 愛子 

電話：03-5485-3393 

 
 
世界のボッシュ・グループ概要 

モビリティ ソリューションズは、ボッシュ・グループ最大の事業セクターです。2018年の売上高は476億
ユーロで、総売上高の61％を占めています。モビリティ ソリューションズの売上により、ボッシュ・グル
ープはリーディングサプライヤーの地位を確立しています。モビリティ ソリューションズ事業は、
Accident-free（交通事故のない）、Emission-free（排出ガスのない）、魅力的なモビリティを目指し、自
動化、電動化、ネットワーク化の領域においてグループの専門知識を統合させ、お客様にトータルソリ
ューションを提供します。その事業領域は主に、内燃機関の燃料噴射テクノロジー／パワートレイン周
辺機器、パワートレイン電動化のさまざまなソリューション、車載向け安全システム、ドライバー アシス
タンス システム／自動化機能、ユーザーフレンドリーなインフォテインメントやVehicle-to-Vehicle（車
車間）およびVehicle-to-Infrastructure（路車間）通信、オートモーティブ アフターマーケット向けのリペ
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アショップコンセプト／テクノロジー／サービスなどです。さらにボッシュは、電気駆動マネジメントや横
滑り防止装置ESC（エレクトロニック スタビリティ コントロール）、ディーゼル用コモンテールシステムな
どの自動車の重要な革新技術を生み出してきました。 

 

ボッシュ・グループは、グローバル規模で革新のテクノロジーとサービスを提供するリーディングカンパ
ニーです。2018年の従業員数は約 41万人（2018年 12月 31日現在）、決算報告での売上高は
785億ユーロ（約 10兆円*）を計上しています。現在、事業はモビリティ ソリューションズ、産業機器テ
クノロジー、消費財、エネルギー・ビルディングテクノロジーの 4事業セクター体制で運営しています。
ボッシュは IoTテクノロジーのリーディングカンパニーとして、スマートホーム、スマートシティ、コネクテ
ッドモビリティ、さらにコネクテッドインダストリーに関する革新的なソリューションを提供しています。ボ
ッシュはセンサー技術、ソフトウェア、サービスに関する豊富な専門知識と「Bosch IoT cloud」を活か
し、さまざまな分野にまたがるネットワークソリューションをワンストップでお客様に提供することができ
ます。ボッシュ・グループはコネクテッドライフに向けたイノベーションの提供を戦略的な目標に定め、
革新的で人々を魅了する全製品とサービスを通じて生活の質の向上に貢献します。つまり、ボッシュ
はコーポレートスローガンである「Invented for life」-人と社会に役立つ革新のテクノロジーを生み出し
ていきます。ボッシュ・グループは、ロバート・ボッシュ GmbHとその子会社 460社、世界約 60カ国に
あるドイツ国外の現地法人で構成されており、販売／サービスパートナーを含むグローバルな製造・エ
ンジニアリング・販売ネットワークは世界中のほぼすべての国々を網羅しています。ボッシュの未来の
成長のための基盤は技術革新力であり、世界 130の拠点で約 6万 8,700人の従業員が研究開発に
携わっています。 

 

*2018年の為替平均レート：1ユーロ＝130.92534円 

 
 

さらに詳しい情報は 以下を参照してください。 

www.bosch.com ボッシュ・グローバル・ウェブサイト （英語） 
www.bosch-press.com ボッシュ・メディア・サービス （英語） 
https://twitter.com/BoschPresse ボッシュ・メディア 公式ツイッター （ドイツ語） 
www.bosch.co.jp/ ボッシュ・ジャパン 公式ウェブサイト （日本語） 
https://twitter.com/Boschjapan ボッシュ・ジャパン 公式ツイッター （日本語） 
https://www.facebook.com/bosch.co.jp ボッシュ・ジャパン 公式フェイスブック （日本語） 
https://www.youtube.com/boschjp ボッシュ・ジャパン 公式 YouTube （日本語） 
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